
鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン　 基本方針



次世代に引き 継ぐ シビッ ク プラ イ ド ＊

みどり 豊かな丘陵と 美し い海岸線に囲まれた鎌倉は、豊かな自然環境と 歴史的文化的遺

産に恵まれています。山稜の谷間を切り 開いた谷戸の風景は、現代の鎌倉においても 特徴

的な地形のひと つであり 、まちも 人々の暮ら し も 、こ れら 大地と みどり に守ら れてきまし た。

昭和3 0 年代、宅地造成の波が鶴岡八幡宮の裏山にまで迫っ たと き 、学者、文化人、僧侶

までがブルド ーザーの前に立ち はだかり 宅地造成を 阻止し た「 御谷騒動」 は、我が国初の

ナショ ナルト ラ スト と し て結実し 、自ら 古都の環境と 誇り を守っ た鎌倉市民のシビッ ク プ

ラ イ ド と し て現代に引き継がれています。

＊シビ ッ ク プラ イ ド …都市に対する市民の誇り を 指す。単に地域に対する 愛着を 示すだけではなく 、その都市の課題

解決や、活性化等の具体的行動に取り 組む姿勢も 含む。
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深沢に「 つながる」 みどり

古都中心部を囲む歴史的風土保存区域、更にその外縁部に広がる常盤山や台峯などのみ

どり のネッ ト ワーク を越え深沢地区に目を 向ければ、地区の背景を 織り なす天神山、等覚

寺山などの丘陵地に囲まれています。深沢地区は豊かな緑地を背景と し ており 、鎌倉市緑

の基本計画では、新し いまちづく り と 連携し て、新たなみどり を創出し ていく べき 区域と

し て位置付けています。

こ こ 深沢の新し いまちづく り においても 、脈々と 受け継がれたシビッ ク プラ イ ド を心に

宿す私たちは、鎌倉ら し い、みどり を育み、そし てみどり に守ら れるまち並みを実現し ます。

天神山
特別緑地保全地区

上町屋
特別緑地保全地区

寺分一丁目
特別緑地保全地区

等覚寺
特別緑地保全地区

常盤山
特別緑地保全地区

山崎・ 台峯緑地

鎌倉中央公園

 4 3



こ のまちが目指すも の

　 〜まちづく り の目的と テーマ〜・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8

こ のまちに広がる シーン

　 〜目指すべき まちの姿と 実現手法〜・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14

まち づく り の方針

　 〜建築物・ 景観の基本ルール〜・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 24

巻末資料

・ 土地利用の方針・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 35

・ 深沢地域整備事業の経緯・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 37

・ 事業スケジュ ール・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 39

・ 用語集・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 41

目　 次はじ めに

鎌倉市では、平成1 6 年（ 2 0 0 4 年） に「 ウェ ルネス」 をテーマと する深沢地

域の新し いまち づく り 基本計画を 定め、平成2 0 年（ 2 0 0 8 年） には、 東海道

本線大船・ 藤沢駅間新駅設置を前提と し た両市一体のまちづく り の実現を目

指す「 村岡・ 深沢地区全体整備構想（ 案）」 を 策定し まし た。さ ら に、まち づ

く り の実現に向けて、平成3 0 年（ 2 0 1 8 年） 1 0 月には「 鎌倉市深沢地区まち

づく り 方針実現化検討委員会」 を設置し 、まちづく り のテーマ「 ウェ ルネス」

の具体化に向けた検討を 進め、令和2 年（ 2 0 2 0 年） 3 月に、まち づく り の具

体的な方向性と し て「 まち の将来像3 つの視点」 を 定めた答申を 受け、こ れ

を踏まえた「 深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案）」 を定めまし た。

そし て、令和2 年度（ 2 0 2 0 年度） から 令和4 年度（ 2 0 2 2 年度） までの3 カ

年を かけて、建築物やまち 並みの景観ルールに加え、こ のまち に求めたい機

能やソ フ ト 事業なども 含めた具体的な方策を定める「 鎌倉市深沢地区まち づ

く り ガイ ド ラ イ ン」を策定し ます。こ の基本方針は、権利者、住民、民間事業者、

行政等関係者間で地区全体の将来像を 共有し 、令和4 年度までに策定するガ

イ ド ラ イ ンの方向性を示すも のです。

本ガイ ド ラ イ ン の対象地域である 深沢地区土地区画整理事業予定区域で

は、東海道本線大船・ 藤沢駅間新駅設置を 伴う 、藤沢市村岡地区と の両市一

体のまち づく り を 目指し ています。まち づく り の予定区域周辺には、湘南ヘ

ルスイ ノ ベーショ ン パーク や湘南鎌倉総合病院を はじ め、鎌倉市、藤沢市の

産業基盤を支える企業が数多く 立地し ています。令和元年（ 2 0 1 9 年）5 月には、

神奈川県、藤沢市、鎌倉市、武田薬品工業株式会社（ 湘南ヘルスイ ノ ベーショ

ン パーク ）、湘南鎌倉総合病院の5 者でヘルスイ ノ ベーショ ン 最先端拠点形

成等に係る連携・ 協力に関する覚書を取り 交すなど、官民連携のまちづく り

の機運が高まっ ています。
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第3 次鎌倉市総合計画第4 期基本計画では、土地利用の基本方針と し て、

鎌倉地域のほか「 大船、深沢地域など都市機能を 強化し 、鎌倉の新たな魅力

を 創造し ていく 地域など、それぞれの地域の個性を引き 出すこ と を基調と し 、

三つの拠点がそれぞれの特性を生かし た役割分担をこ なし 、互いに影響し 合

う こ と で、本市全体で活力や鎌倉の魅力の向上につながる土地利用」 を 図る

こ と と し ています。さ ら に「 都市マスタ ープラ ン」 では、深沢地域の土地利用

の方針に、先進的な産業施設の育成、産業複合地の整備を 位置付ける と と も

に、深沢地域整備事業用地には、都市拠点の整備と いう 視点から 、複合的な

新都市機能を導入するこ と により 、持続可能な都市経営を実現するための新

たなエンジンと し ての役割が期待さ れています。

深沢地域整備事業は、鎌倉駅周辺、大船駅周辺に並ぶ第3 の拠点と し て、

さ ら に事業区域内の行政施設街区には本庁舎移転の方針も 示し ており 、深沢

地域のみなら ず、市域全体の持続可能なまちづく り（ スマート でコ ン パク ト

なまち づく り ） を けん引し 、本市の潜在能力を 高め、「 働く まち 鎌倉」、「 住み

たい・ 住み続けたいまち鎌倉」 の創造を目指し ています。

（ 1） 第3の都市拠点形成

鎌倉市の3 つの拠点と 特性

スマート シティ が支える「 SD Gs 共生みら い都市」

平成3 0 年（ 2 0 1 8 年） 6 月に鎌倉市は、国から「 SDGs 未来都市」 に選定さ

れまし た。鎌倉市では、こ れまで本市が目指し てき た持続可能な都市経営の

考えと 方向性を同じ く する SDGs の理念に基づき、誰一人取り 残さ ない社会

の実現に向け、経済・ 社会・ 環境をめぐ る広範な課題に統合的に取り 組んで

います。

「 SDGs 共生みら い都市」 と し ての持続可能なまちづく り

深沢では、SDGs の理念に基づき、誰一人取り 残さ ないまち づく り の在り

方を発信し ます。

まち全体が、丸ごと 未来志向。

まち 全体が、丸ごと ユニバー

サルデザイ ン。

そし て、誰も が互いに多様性

を 認め合い、生涯にわたり 、自

分ら し く 安心し て暮ら すこ と が

でき る「 共生社会」 のま ち づく

り を、こ こ 深沢で実現し ます。

「 SDGs 共生みら い都市」 を支えるスマート シティ

鎌倉市では、先端技術やデータ を 活用し 、共生社会の構築を けん引し てい

き たいと 考えています。既成市街地における スマート 化の取組の成果を、深

沢で行う 新し いま ち づく り のフ ィ ールド に集約し ます。そし て深沢を 実証

フ ィ ールド と し て、さ ら に磨き 上げた最適な取組事例を 全市的にフ ィ ード

バッ ク し ます。

こ こ 深 沢 で は、AI や

IoT、 環境に 配慮し た 最

先端の交通手段、スマー

ト エネルギー（ 環境負荷

の少ないエネルギー） な

ど、日常生活に寄り 添う

最新テク ノ ロジーを活用

し たみら い都市を実現し

ます。

（ UN Photo/Cia Pak）
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大船拠点〈 特性〉

鎌倉の玄関口、 交通結節点、
商業活力 など

深沢拠点〈 特性〉

健康な暮ら し 、 スポーツ、

イ ノ ベーショ ン、 産業振興、

新し いまちづく り 、

行政及び防災の拠点、

新たな鎌倉の玄関口、

交通結節点 など

鎌倉拠点〈 特性〉 

歴史、 文化、 自然、
観光・ 交流、 環境共生 など

テク ノ ロジーの進化や社会ニーズに対応

し た未来志向のまちづく り を 進め、 他の

拠点と の連動により 市域全体の潜在能力

を 向上し ます。

市全体の持続性を支える産業基盤、

働く 場の創出



まちの将来像3 つの視点

鎌倉市では、平成3 0 年（ 2 0 1 8 年） 1 0 月に鎌倉市深沢地区まちづく り 方針

実現化検討委員会を設置し 、まちづく り のコ ンセプト 等についての検討を進

めてきまし た。

こ の検討の中で、深沢地区のまち づく り のテーマ「 ウェ ルネス」 を 実現す

る ために、ウォ ーカ ブルなまち を 目指す考え方を 中心に据え、古都鎌倉に伝

わる旧来から の「 鎌倉ら し さ 」、深沢地域が大切に守り 抜いてき た「 深沢ら し

さ 」 に加え、新し い「 鎌倉ら し さ 」 につながる 社会の潮流を 受け止め、「 まち

の将来像3 つの視点」と し て、「 こ こ ろと から だの健康を育むまち」、「 イ ノ ベー

ショ ン を 生み出すまち 」、「 あら ゆる 人と 環境にやさ し いまち 」 を 定め、深沢

地区のまちの未来を描く こ と と し ています。

（ 2） まちづく り のテーマと まちの将来像3つの視点

まちづく り のテーマ「 ウェ ルネス」 は、健康の維持・ 増進のみなら ず、人々

のク オリ ティ ・ オブ・ ラ イ フ（ 生活の質） の向上を目指すも のであり 、それを

実現する第1 歩と し て、私たちは「 歩く 」 こ と に着目し まし た。

まちづく り のテーマ「 ウェ ルネス」

深沢地区のまち づく り では、平成1 6 年（ 2 0 0 4 年） に市民参加によ り まと

めた「 深沢地域の新し いまち づく り 基本計画」 において、まち づく り のテー

マ「 ウェ ルネス」 を定めまし た。

私たちが目指す「 ウェ ルネス」 のまちづく り と は、「 健康な心身を維持・ 発

展さ せる生活行動」 を実現するも のであり 、また、人々のク オリ ティ ・ オブ・

ラ イ フ（ 生活の質） の向上をめざすも のです。

「 ウェ ルネス」 を実現する「 ウォ ーカ ブル」

私たち は、健康づく り やスポーツ など「 ウェ ルネス」 のまち づく り を 実現

する 第1 歩と し て「 歩く 」 こ と に着目し まし た。歩く こ と はから だの健康だ

けでなく 、脳の活性化やこ こ ろ の健康にも つながり ます。また、賑わいの創

出や人々の交流を促し 、人々の「 知」 の交流が、ひいてはイ ノ ベーショ ンを生

み出すこ と にも つながるも のと し て、ウォ ーカ ブルなまちを目指す考え方を

中心に据えまし た。

世界中の多く の都市で、街路空間を車中心から “人間中心”の空間へと 造り

替え、沿道と 路上を 一体的に使う こ と で、人々が集い憩い多様な活動を 繰り

広げら れる場と し ていく 取組が進めら れています。

鎌倉市も 、第3 次鎌倉市総

合計画の基本構想において、

「 健やかで心豊かに暮ら せる

ま ち 」 や「 安全で快適な生活

が送れるまち 」 の一環と し て、

歩行者等の目線に立っ た、安

心し て歩ける道路空間づく り

を進めていく こ と と し ていま

す。また、令和元年度（ 2 019 年

度）には国が進める「 ウォ ーカ

ブ ル推進都市」 に加わり 、居

心地が良く 歩きたく なるまち

なかづく り を目指し ています。
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まちの将来像3 つの視点を実現するまちの構造

まち の将来像3 つの視点を 実現する ため、公共施設や、各街区における 建

築物やまち並みの景観ルール、こ のまち に求めたい機能やソ フ ト 事業などの

取組の方針を 定めます。各街区の用途区分を定めた土地利用計画図に 3 つの

各レイ ヤーが折り 重なっ て「 ウェ ルネス」 のまちづく り を実現し ます。
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交流がう まれるスポーツ　 ～さ まざまな 度から スポーツを楽し む～角

毎年恒例の体験型スポーツ教室に参加し た

パラ リ ンピッ ク 公式競技の障がい者スポーツが、

僕たち健常者にと っ ても 楽し いスポーツだと いう こ と を初めて知っ た

こ のまちに引っ 越し てきてまだ 1 年の僕にと っ て、地域の友達が増えたこ と は何より だし 、

お母さ んも「 ママ友」 が増えたみたい

こ のまちには、玄関を一歩出たら 、そこ に「 スポーツ」 が溢れている

住 が参加するヘルスケア⺠ 　 ～ク オリ ティ オブラ イ フ の向上～

今日はまちのコ ミ ュ ニティ カ フ ェ で料理教室の１ 日講師

最近ニーズの高い、ヘルシーかつ美味し いスイ ーツと いう テーマは、私の腕の見せ所

家庭菜園で育てた果実を取り 入れた、栄養満点のスイ ーツに子ども 達は興味津々

こ のまちは「 健康と スポーツのまち」 と 呼ばれている

週末には、友人に誘われた早朝ヨ ガ教室にチャ レンジし てみる

（ 1） こ こ ろと から だの健康を育むまち

歩いて楽し いウォ ーカ ブル　 ～ 然と 歩きたく なるまち～自

「 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス
＊
」 と いう 言葉に出会い、

家庭と 住まいを見つめ直すよう になっ た

まちの緑化活動に家族で参加し てから 、こ のまちが「 私たちのまち」 に変わり 、

自分たちで植えた花壇の花の見守り をかねて、週末に妻と 散歩に出かけるこ と が楽し みだ

広場で賑わう マルシェ は、子ども たちに地域の農業、水産業の豊かさ を教えてく れる

新し い出会いや発見があるから 、明日も まちなかへ、一歩踏み出し てみる

＊ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス…仕事と 生活の調和の意味。私的な生活の充実を重視し 、 
家庭と 仕事を両立し て調和のと れた働き 方・ 生き 方を 志向するこ と 。
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産官学 のコ ラ ボレ ーショ ン⺠ 　 ～交流から まれるイ ノ ベーショ ン～生

私が企画し たプロジェ ク ト が、市内企業と のコ ラ ボで実現し た

まちの周囲には、総合病院や大きな工場、開かれた研究拠点も あり 、

まちなかでは、学生や働く 人、企業間の国際交流も 日常的だ

多彩な技術、価値観をも つ人たちが交わり 、さ ら なるイ ノ ベーショ ンが生まれる予感

活に活き るテク ノ ロジー生 　 ～健康でいきいきと 暮ら す～

慣れないスマホの操作に困っ たと きは、孫娘が誰より も 頼り になる

世の中便利になっ たも ので、日常の栄養管理はアプリ にお任せだ

買い物帰り 、まちなかの「 健康管理パネル」 で健康チェ ッ ク するこ と が

最近覚えた楽し み方

自分の健康は自分で伸ばす

こ のまちは、それを支えるテク ノ ロジーに満ちている

チャ レンジを応援する 化文 　 ～ 分ら し く 働く ～自

今日は会社に行かず、近所のシェ アオフ ィ スでリ モート ワーク

ラ ウンジで異業種の顔なじ みに会い、思わぬ情報収集ができたこ と が今日の収穫

休憩時間には、公園から 緑道を抜けるお気に入り のコ ースをジョ ギングし てリ フ レッ シュ

こ のまちには、チャ レンジを後押し する機運が溢れている

（ 2） イ ノ ベーショ ンを み出すまち生
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災害に強い防災拠点　 ～安全で安 な 活～心 生

仕事帰り 、まちのデジタ ル掲示板で明日の天気予報を確認するのが最近の習慣

サイ ネージは、リ アルタ イ ムに私たちの安全、安心に必要な情報を届けてく れる

市役所、町内会と 近隣企業の方々が一堂に会する合同防災訓練は、今やまちのイ ベント のひと つ

防災意識の向上はも ちろん、挨拶と 声かけが行き交う コ ミ ュ ニティ 力がこ のまちの強みだ

未来をまも る脱炭素　 ～環境にやさ し いエネルギーの利 ～用

こ のまちは再生可能エネルギーを大切にし ていると 、先生が教えてく れた

窓辺から 見える公園では、まちびら きイ ベント で私たちが植えた木々が、

自然の力で澄んだ空気をつく っ てく れる

私が大人になっ た時代も 、地球が美し い星であり 、

そし てこ のまちが変わら ず居心地の良い空間であり 続けるため、

今でき るこ と をまち全体で取り 組むんだ

（ 3） あら ゆる と 環境にやさ し いまち人
中 のデザイ ン人 心 　 ～だれも が快適に過ごせる～

子ども たちが水遊びをし たいと いう ので、お気に入り の遊水池へ

こ の施設は、大雨の時に水を一時的に貯めておく 防災目的のも のだけど、

普段はみんなの憩いの場

季節によっ て聞こ える虫の声が違っ たり 、訪れる度に新たな発見がある

水と みどり に囲まれた、こ のまちを選んで本当によかっ た
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大手町・ 丸の内・ 有楽町地区（ 東京都千代田区） におけるエリ アマネジメ ント

日本を 代表する ビ ジネス街である 大手町・ 丸の内・ 有楽町（ 大丸有） 地区

では、平成1 4 年（ 2 0 0 2 年） の「 丸ビル」 竣工を契機と し 、エリ ア全体の魅力

を高めるまちづく り が進めら れています。

NP0 法人大丸有エリ アマネジメ ント 協会（ 通称リ ガーレ） は「 賑わい創出」

「 環境の改善」「 コ ミ ュ ニティ 形成」 を テーマに大丸有で活動する まち づく り

団体の一つです。

そんなリ ガーレがまちに多様な側

面をも たら し 交流を生みたいと 考え、

始めた取り 組みの一つが、石畳の丸

の内仲通り で開催さ れている「 丸の

内ラ ジオ体操」 であり 、働く 人の健

康増進はも ち ろ んのこ と 、企業の枠

を超えた人の交流も 生まれています。

柏の葉地区（ 千葉県柏市） におけるエリ アマネジメ ント

平成1 7 年（ 2 0 05 年） に開業し たつく ばエク スプレ スの「 柏の葉キャ ン パ

ス駅」 周辺では、「 まち づく り のシン ク タ ン ク 」 と し て機能する UDCK（ 柏の

葉アーバン デザイ ン セン タ ー） が行政、企業、大学が連携する 核と なり エリ

アマネジメ ント を推進し ています。

平成2 8 年（ 2 0 1 6 年）1 1 月には、

雨水流出を抑制するために造ら れた

「 調整池」 を 改修し 、親水空間「 アク

アテラ ス」 を つく り 、治水空間を 住

民の憩いの空間と し ても 利用できる

よう に整備や活用を行っ ています。

私たち が目指すまち の姿を 実現する ためには、こ のまち に住む人、こ のま

ち で働く 人をはじ めと し た幅広い多様な主体が協働し て、持続可能なまちの

運営に携わっ ていく 必要があり ます。こ れまでの「 つく る 」 だけのまち づく

り から 、「 つく り 、そし て育てる 」 まち づく り への転換を 果たすため、地域の

価値を高める「 エリ アマネジメ ント 」 の導入を目指し ます。

①まちの将来像の3 つの視点を実現するエリ アマネジメ ント

産官民がまちの将来像を共有し 、地域資源を最大限に活用し た様々な協働

を通じ 、将来像の実現を目指し ます。

・ 住む人、働く 人、訪れる 人たち 全てに向けた

健康増進プロ グラ ム、スポーツ 振興プロ グラ

ムを 通じ て、こ こ ろ と から だの健康を 育むま

ちを実現し ます。

・ ビ ッ グデータ の収集、有効活用や産業人材の

交流プログラ ムを 通じ て、イ ノ ベーショ ンを

生み出すまちを実現し ます。

・ 産官民が連携し た防災、防犯活動や持続可能

なクリ ーンエネルギーマネジメ ント（ 環境負荷

の少ないエネルギーの活用管理） を通じ て、あ

らゆる人と 環境にやさ し いまちを実現し ます。

②コ ミ ュ ニティ の賑わいづく り 、生活の質の向上につながるエリ アマネジメ ント

街路空間を人々の居場所と する こ と などによ り 、人々が立ち 止まり 、賑わ

いと 交流と 予期せぬ体験を生み出す「 場」 づく り を図り ます。

・ 連続、連携し た公共空地（ 道路、公園、緑地、調整池など） の維持管理、有

効活用により 、人々の居場所づく り と 賑わいづく り に取り 組みます。

・ 街路空間を出会いと 交流の場と する こ と により 、予期し なかっ た新し い体

験を生み出す、魅力あふれるまちを演出し ます。

③持続的で柔軟性のあるまちを育てるエリ アマネジメ ント

持続的なマネジメ ント を可能と する仕組みを設計すると と も に、自由で多

様性に富んだ活動を支援し 、多様な主体の参画をう ながし ます。

・ 持続的なマネジメ ント を可能と する 組織、収益の望まし いあり 方を設計し 、

まちも 人も エリ アマネジメ ント も 、共に成長する未来を目指し ます。

（ 4） 将来像を支える「 エリ アマネジメ ント 」

3 つの視点を実現する

エリ アマネジメ ント のタ ーゲッ ト
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・ まち びら き の前段階から 、土地の暫定利用、短期利用を地域住民と の協働

で手掛けるこ と により 、まちづく り と まちの運営を自分ごと 化し ます。

・ スマート シティ に相応し い最先端技術の利活用に努め、誰一人取り 残すこ

と のない共生社会の実現を先導し ます。

・ 行政は、地域、地区の個性を 尊重する 考え方に立ち、エリ アマネジメ ン ト

を積極的に支援し ます。
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・ 歩行者のアイ レ ベル（ 目線の高さ ） を 基準に据え、まち に対し て柔ら かい

表情をつく るため、沿道建築物のフ ァ サード（ デザイ ン） は、セッ ト バッ ク

（ 壁面後退） 等により 開放的な位置取り と するこ と で、歩行者に対する圧迫

感の軽減を図り ます。

・ ゆと り ある 歩行空間を確保するため、大規模街区を中心にポケッ ト パーク

のよう な緑地空間や、建築物の壁面後退部分等を活用し たオープンスペー

スを配置し ます。

・ ウォ ーカ ブルなまちを実現するため、歩道等の緑化及び無電柱化等の手法

を 活用し 、沿道建築物と の連続性に配慮し 、快適で賑わいのある 歩行空間

の形成を図り ます。

・ 主要な道路際については、中高木を適切に配置するなど積極的に緑化する

こ と で、う るおいのある歩行者空間を形成し ます。

・ 歩行者空間の連続性を確保するため、車

両の出入口の位置や規模等に配慮し 、

ウォ ーカ ブルな環境や地域の賑わいを妨

げる こ と のない、適切な駐車場の整備を

図り ます。

・ シンボル道路については、公共交通を 優

先し 、歩行者に開放する こ と を目的と し

た将来的なト ラ ンジッ ト モール化を目指

し ます。

・ 地区内において、官民それぞれが公共空

地の確保と ネッ ト ワーク 化を 図り 、誰も

が心地よ く 過ごせる、歩き やすい、歩き

たく なるウォ ーカ ブルな環境づく り に努

めます。

・ 大規模街区においては、街区内の回遊性

及び歩行者の利便性を 向上する ため、街

区内に通り 抜け可能な歩行空間やポケッ

ト パーク の整備に努めます。街区内歩行

者空間の整備に際し ては、周辺道路や隣接街区と のネッ ト ワーク に配慮し 、

地区全体と し ての回遊軸形成に努めます。

・ 地区の中央を東西に貫く シンボル道路をはじ めと し た地区内の道路及び街

区内の歩行空間においては、公共施設、建築物等の素材、色彩等の調和を

図り 、低層部の賑わいを 演出する こ と で、歩いて楽し い都市景観を 形成し

ます。

（ 1） 歩きやすい、歩きたく なる「 ウォ ーカ ブル」 な空間

地区内外を接続するネッ ト ワーク イ メ ージ（ 案）

深沢地区におけるウォ ーカ ブルにつながる考え方

ウ ォ ー カ ブ ル

歩き やすい、歩きたく なる空間を

つく り ます

（ 1） －ア

緑豊かで快適な環境

（ 1） －イ

高質な都市景観と まち並み

「 今日は歩いてみよう 」 を支える

公共交通ネッ ト ワーク

（ 1） －ウ

快適な交通ネッ ト ワーク
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②グリ ーンイ ンフ ラ の活用・ 快適な空間

・ まち全体で、緑が持つ 7 つの機能を引き 出す緑のネッ ト ワーク や水辺空間

などを整備し ます。

・ 来街者による消費喚起、省エネ効果等の「 経済的便益」 や、コ ミ ュ ニティ 形

成等の「 社会的便益」、温室効果ガス排出量削減と いっ た「 環境的便益」 に

配慮し 、緑を効果的に配置し ます。

・ 建築物の壁面や屋上を含めた一体的な緑化に努めるなど、ゆと り と う るお

いのあるまち並み空間を形成し ます。

・ まち 全体で雨水の貯留、浸透などの水循環に配慮し 、減災に資する 社会基

盤づく り を推進し ます。

・ 地区周辺の緑地と のつながり を踏まえた、動植物の生態系に配慮し た都市

環境を整備し ます。

・ 隣接する公園や建築物と の景観、機能の連続性を 確保し 、市民の憩いの場

と なるよう 、緑に包まれた親水性の高い水辺空間を整備し ます。

・ 公園・ 広場を活用し て行う 健康に関わるプログラ ムの実施など、民間事業

者の多様な施策と 連携する こ と で、「 ウェ ルネ

ス」 のまち づく り 実現に資する 健康の維持・ 増

進を図り ます。

・ グリ ーンイ ンフ ラ に関する国施策と の連携を図

る と と も に、まちづく り に係る 先進的な取組の

実証フ ィ ールド と し ての活用を積極的に行い、

その成果を全市的にフ ィ ード バッ ク し ます。

①緑のネッ ト ワーク

・ 古都中心部から 深沢地区にかけて連なる鎌倉市の豊かな緑と つながる、緑

豊かなまちづく り を行います。

・ シンボル道路やそれに連なる各街区内等

を 緑化する こ と で、地区周辺の緑地につ

ながる緑のネッ ト ワーク を構築し ます。

・ 駅前広場から 行政施設を経由し てグラ ウ

ン ド 、広場から 緑道につながる 連続性の

ある空間により 地区内の緑のネッ ト ワー

ク を構築し ます。

（ 1） －ア　 緑豊かで快適な環境
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スムーズな交通・ 移動と 安全な歩行空間

・ シン ボル道路は、地区内の骨格と なる 道路と し て、地区内の交通を 円滑に

処理するための整備を図ると と も に、東海道本線大船・ 藤沢駅間新駅と 湘

南モノ レ ール湘南深沢駅をつなぎ、藤沢市村岡地区と の連続性を生み出す、

都市機能の要と し ての役割を担います。

・ 既存バス網の再編に加え、東海道本線新駅と 湘南モノ レ ール湘南深沢駅間

の2 次交通導入の検討を 行う など、公共交通の利便性向上に努め、自動車

に過度に依存し ないまちづく り の実現を図り ます。

・ 湘南モノ レール湘南深沢駅前に駅前広場

を 整備し 、タ ク シー及び一般車の円滑な

乗降と 周辺道路への負荷軽減を図り ます。

・ 地区内外の円滑な交通処理への対応等を

視野に入れ、地区外周の道路を拡幅する

などの道路整備を 行う こ と で、安全で快

適な歩行空間の創出を図り ます。

・ 主要な道路における自転車通行帯の確保や、駐輪スペースの整備を行う こ

と で、自転車で移動し やすい環境の創出を図り ます。

・ 次世代の交通手段や道路空間の有効活用に係る社会実験などの試行を通じ

て、地域と の合意形成を 図り ながら 、新たな交通手段の導入及びそれを 支

える基盤整備を行う こ と で、快適な移動手段の充実を図り ます。

（ 1） －ウ　 快適な交通ネッ ト ワーク

①快適なまち並み形成

・ 道路、公園などの公共施設、建築物等の素材や色彩等

の調和を 図り 、統一感のある デザイ ン と する こ と で、

まち並みの一体性を創出し ます。

・ シンボル道路沿いは、賑わいや交流の創出、良好なまち

並み空間の形成のため、ゆと り のある 歩行空間と 人々

が憩い集う スペースを 確保すると と も に、シン ボル道

路側に利用者等の出入口を設けるこ と を基本と し ます。

・ 隣接する 公園や周辺施設の舗装やグ

リ ーンインフラと の連続性に配慮し 、駅

前から まち並みへの連続性を担保する

空間の形成を図り ます。

・ 駅前広場の車道、歩道を 一体的なデザ

イ ン と する こ と で、駅前の広がり を 演

出する都市空間形成を図り ます。

・ 誰も が自分ら し く 、と も に生き る共生社会の実現をけん引する

まちにふさ わし い、共生社会を実現するユニバーサルデザイ ン

の思想に基づく 建築物を整備し ます。

②周辺環境と の調和

・ 区域全体と し てのまち 並み形成を尊重し 、建

築物の高さ を ゆる やかに調和さ せる 等、周辺

建築物や地区外のまち並みと 調和を図り ます。

・ 地区周辺への環境に配慮するため、建築物等

は整っ たスカ イ ラ イ ン（ 連なる 建築物等の頂

上の輪郭）を 形成する と と も に、街区ご と に

日照、風通し や眺望等の周辺への環境的負荷

に配慮し た建築物の形状と し ます。

③歴史的文化的遺産への配慮

・ 歴史的文化的遺産の周辺においては、道路の舗装や公共案内表示等に地域

の歴史・ 文化に配慮し たデザイ ンや素材等の導入を図るほか、周辺の緑化

などにより 、まち並みと の共存を図り ます。

・ 地区を代表する歴史的遺産である「 泣塔（ 宝篋印塔）」 を紹介する 案内板を

設置するなど、地域の歴史の継承に取り 組みます。

（ 1） －イ 　 高質な都市景観と まち並み
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①防災拠点と なるまち

・ グラ ウン ド と 広場が、隣接す

る本庁舎及び消防本部等と 連

携し 、地域の防災性の向上を

図る ため、災害時の防災拠点

の役割の一部を担います。

・ 定期的な避難訓練の実施等を

通じ て、防災拠点を 支える ま

ち 全体の防災意識の向上に

努める と と も に、防災活動を

き っ かけと し たコ ミ ュ ニティ

形成を促し ます。

②災害に強いまち

・ 地区内の建築物等は、耐震・ 免震構造、止水板の活用や、電源設備等の設

置位置の工夫など、被災時においても 被害を 最小限にと どめ、速やかに復

旧できる設計を施し ます。

・ 適切な規模の調整池を配置し 、大規模降雨時における防災、減災の支えと

なる施設整備を図り ます。

・ 地域内において公民が連携し て、減災や速やかな災害復旧を実現するため

の仕組み、ルールを 共有し 、速やかな平時回復を 可能と する まち づく り を

目指し ます。

・ デジタ ル掲示板の設置や接続し やすい無線通信環境の整備等により 、災害

関連情報の提供体制を強化し 、正確な情報共有と 円滑な避難行動を支援し

ます。

③安心し て暮ら せるまち

・ 防犯の観点を取り 入れた建築計画・ 照明計画により 、視認性の向上などを

図り ます。

④脱炭素のまち

・ 省エネルギー及び再生可能エネルギーの活用など、脱炭素の都市づく り に

資する、環境性能の高い技術を 活用する など、環境配慮型の建築を 行いま

す。

・ 次世代交通手段など、脱炭素に資するテク ノ ロジーを積極的に導入し ます。

（ 3） 災害に強く 、 と 地球にやさ し い空間人

・ 官民が連携し て、連続性のある公共空地のネッ ト ワーク を構築するこ と に

より 、出会いと 交流が生まれる場の創出を図り ます。

・ 業務街区の一部を商業の要素が交ざり 合う 用途混在型の街区設計と するこ

と で、多様な主体と 多彩な活動が重なり 合う イ ノ ベーティ ブな環境の演出

を図り ます。

・ 企業立地と 育成を 支援する様々な施策の活用によ り「 チャ レ ン ジ」 を 後押

し し 、日本を代表するヘルスケア産業の集積地の実現を目指し ます。

・ リ ビ ン グラ ボの手法（ 企業と 住民が協力し て新技術や価値を 生む手法） を

取り 入れ、企業と 住民によ る フ ラ ッ ト な協働関係を 築き 、新たな価値を 創

造・ 発信する場の創出を目指し ます。

・ ICT やAIなどの先端技術をまち の基盤に積極的に取り 入れるこ と で、イ ノ

ベーティ ブなまちの機運を高めます。

（ 2） 出会いと 交流を生むイ ノ ベーティ ブな空間
（ 技術革新を後押し する空間）
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（ 提供 町田市・ 東急株式会社）
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⑤公共施設の方針

・ 本庁舎、消防本部、総合体育館、グラ ウンド 、公園が連携し ながら 、シビ ッ

ク エリ アを形成し 、複合的な行政サービ スや市民活動の場を確保するこ と

により 、市民の利便性の向上、来街機会の誘発を図り ます。

・ 本庁舎、消防本部を中心に、総合体育館、公園等と 連携するこ と により 、防

災拠点と し ての受援力等の機能の強化を図り ます。

・ 総合体育館、グラ ウンド 等の整備により 、「 健康な心身を維持・ 発展さ せる

生活活動」 と いっ たウェ ルネスに資する と と も に、その他の公共公益施設

（ 公園等） と 連携するこ と により 、賑わいや交流の創出を図り ます。

・ 賑わいや交流の創出、防災拠点と し ての機能強化により 、鎌倉駅周辺地区、

大船駅周辺地区に並ぶ、第3 の都市拠点の形成をめざし ます。

①住宅系土地利用の方針

・ 子ども 、子育て世代から 高齢者まで幅広い年齢層や多様化するラ イ フ スタ

イ ルを 受け止め、誰も が安全に、安心し て暮ら せる、都市型住宅や戸建住

宅等、多様な住宅の導入を図り ます。

・ 多様な世代の居住を誘導するこ と で居住者の年齢層のバラ ンスに配慮し 、

将来の社会情勢や社会のニーズに応じ た適切な規模の住宅を誘導し ます。

・ 地区西側の既存権利者の住宅は、従前の機能や権利者の意向を踏まえ配置

し ます。

・ シンボル道路や駅前の公共空間に隣接するエリ アは、商業的用途と の複合

利用を促進し 、賑わいや交流の創出を図り ます。

②業務系土地利用の方針

・ ウェ ルネスの実現を図るため、神奈川県のヘルスケア・ ニュ ーフ ロンティ

ア政策と の連携を図り 、ウェ ルネスに資する機能（ 医療、福祉、介護、子育

て、健康増進機能等） の導入と ウェ ルネスサイ ク ルの充実を図り ます。

・ 民間事業者などと の連携・ 協力を強化し 、鎌倉市及び深沢地域の活性化や

課題解決に資する企業の誘導を図り ます。

・ 事業所等を営む権利者については、従前の機能や権利者の意向を踏まえ配

置し ます。

・ シンボル道路や公園等に隣接するエリ アは、商業的用途と の複合利用を促

進し 、多様な働き 方に対応する ラ イ フ スタ イ ルの実現に加え、賑わいや交

流の創出を図り ます。

③商業系土地利用の方針

・ シンボル道路等に面する沿道商業・ 業務施設と の連携や鎌倉の特性に配慮

し た、質の高い商業施設の導入を図り ます。

・ 新し く 立地する商業施設と 地域の商店会と の連携・ 共生によ り 、賑わいや

交流を創出する機能の充実を図り ます。

・ 業務的用途と の複合利用を促進し 、多様な働き 方に対応するラ イ フ スタ イ

ルの実現に加え、賑わいや交流の創出を図り ます。

④工業系土地利用の方針

・ 工場や市場を営んでいる権利者については、従前の機能や権利者の意向を

踏まえ配置し ます。

巻末資料①： 土地利用の方針 （ 深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案）
令和2年（ 2020 年）3月より ）
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  8 月 市民の意見や要望を 聞く ため「 深沢地域整備事業のまちづく

り 意見交換会」 を開催

平成 2 8 年 3 月 『 村岡・ 深沢地区総合交通戦略』 を策定（ 湘南地区整備連絡協

議会）

  1 0 月 「 深沢地域整備事業の修正土地利用計画（ 案）」 の策定

平成 3 0 年 3 月 鎌倉市公的不動産利活用推進方針の策定、市役所本庁舎の移

転先を深沢地域整備事業用地に決定

  1 2 月 神奈川県・ 藤沢市・ 鎌倉市の3 県市で両地区一体のまちづく

り と 新駅の実現に向け合意し 、「 村岡新駅（ 仮称） 設置協議会」

を設立

平成 3 1 年 1 月 「 村岡新駅（ 仮称） 設置協議会」 から JR 東日本に対し 、東海道

本線への新駅設置及び整備費用の一部負担、新駅の概略設計

の実施を要望

令和 元年 5 月 神奈川県、藤沢市、鎌倉市、武田薬品工業㈱、湘南鎌倉総合病

院の5 者でヘルスイ ノ ベーショ ン最先端拠点形成にかかる連

携・ 協力に関する覚書を締結

令和 2 年 2 月 深沢地区まちづく り 企業連絡会説明会を開催

  3 月 鎌倉市深沢地区まちづく り 方針実現化検討委員会から 答申を

受ける

   深沢地域整備事業の土地利用計画（ 案） を作成

  7 月 まちづく り ガイ ド ラ イ ンの策定開始

令和 3 年 2 月 神奈川県、藤沢市、鎌倉市、JR 東日本の４ 者で東海道本線大

船・ 藤沢間村岡新駅（ 仮称） 設置に関する覚書を締結

昭和 6 2 年 4 月 国鉄改革に伴い、JR 東日本鎌倉総合車両セン タ ー周辺に約

8 .1 ha の国鉄清算事業団用地が誕生

平成 6 年 1 1 月 「 新し いまちづく り の基本的方向」 の提言（ 鎌倉市深沢地域ま

ちづく り 市民懇話会）

平成 8 年 1 月 「 深沢地域の新し いまち づく り の基本計画（ 素案） の提言（ 深

沢まちづく り 会議）

  3 月 旧国鉄清算事業団用地の取得を開始（ 当該年度は土地開発公

社にて取得）

  1 2 月 市が「 基本計画（ 案）」 をまと める

平成 1 5 年 9 月 「 深沢まち づく り 協議会」 を 設置し 、「 基本計画（ 案）」 の見直

し を開始する

平成 1 6 年 5 月 「 深沢地域の新し いまちづく り 基本計画」 の提言（ 深沢まちづ

く り 協議会）

  9 月 「 深沢地域の新し いまち づく り 基本計画」 を 行政計画に位置

付ける

   「 ウェ ルネス」 がまちづく り のテーマと なる

平成 1 9 年 8 月 村岡・ 深沢地区全体整備構想検討委員会を設置（ 広域のまち

づく り 検討）

   深沢地区事業推進専門委員会を設置（ 専門家組織）

  1 0 月 深沢地区事業推進協議会を設置（ 市民、権利者、公的団体、学

識経験者組織）

  1 1 月 深沢地区まちづく り 検討部会全体会を設置（ 権利者組織）

平成 2 0 年 3 月 『 村岡・ 深沢地区全体整備構想（ 案）』 がまと めら れる（ 村岡・

深沢地区全体整備構想検討委員会： 国交省、県、藤沢市、鎌

倉市、都市再生機構組織）

平成 2 1 年 6 月 「 深沢地域の新し いまちづく り ビジョ ン」 が提言（ 深沢地区事

業推進協議会）

平成 2 2 年 9 月 土地利用計画（ 案） 策定（ 深沢地区事業推進専門委員会）

平成 2 5 年 5 月 「 鎌倉市深沢地区まち づく り ガイ ド ラ イ ン（ 案）」 が提言さ れ

る（ 鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン策定委員会： 市

民、権利者、学識経験者等組織）

  1 1 月 都市計画決定手続きの開始

平成 2 6 年 6 月 都市計画決定手続きの見合わせ

平成 2 7 年 3 月 鎌倉市公共施設再編計画の策定（ 総合体育館・ 消防本部整備

の位置付け）

  7 月 「 村岡・ 深沢地区総合交通戦略策定協議会」 を 設置し 策定に

向けて協議開始（ 湘南地区整備連絡協議会）（ 国交省、県、藤

沢市、鎌倉市、交通管理者、交通事業者、学識経験者組織）

巻末資料② 深沢地域整備事業の経緯
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国鉄大船工場（ 昭和5 0 年頃）



・ 今後の事業スケジュ ールは以下のと おり と なり ます。

・ 事業の進捗に合わせて、市民、事業者等の主体に応じ て意見交換等を 行う

場を設け、まちづく り を進めていきます。

巻末資料③ 事業スケジュ ール

 40 39



 SD Gs

2 0 1 5 年 に 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（ Sustainab le Develop m ent Goa ls） のこ と で、2 0 3 0 年を 期限と

する、先進国を 含む国際社会全体の1 7 の開発目標と それを 実現す

るための1 6 9 のタ ーゲッ ト のこ と 。

 ユニバーサルデザイ ン

あら かじ め、障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわら ず多様な

人々が利用し やすいよう 都市や生活環境をデザイ ンする考え方。

  A I

Artif icia l In tellig ence の略。人工知能の意味。様々な仕事を AIが人

間に代わり 担う と 言われている。

 Io T

Internet o f  Th ing s の略。「 モノ のイ ン タ ーネッ ト 」 と いう 意味で

使われる。従来イ ン タ ーネッ ト に接続さ れていなかっ た様々なモノ

（ セン サー機器、駆動装置、建築物、車、電子機器など） がイ ン タ ー

ネッ ト に接続さ れ、相互に情報交換する 仕組み。こ れまでに無かっ

た価値やサービスを生み出すこ と が可能と なる。

P1 1  ウォ ーカ ブル

良好な歩行環境を 有し ている だけではなく 、良好な地域コ ミ ュ ニ

ティ を 形成し 身体的にも 精神的にも 健康なラ イ フ スタ イ ルを 可能

と するよう な歩く 行為を促進する生活環境全般を含む概念。歩き や

すい街路環境や、歩行を中心と し た生活像・ 地域像を目指すこ と で、

犯罪抑止の面で副次的な効果があると さ れている。

P1 3  リ ビングラ ボ

まち の主役である 住民が主体と なっ て、暮ら し を豊かにする ための

サービ スやも のを う みだし たり 、よ り 良いも のにし ていく 活動。企

業と 住民が協力し て新技術や価値を生む手法。

P1  シビッ ク プラ イ ド

都市に対する 市民の誇り を 指す。単に地域に対する愛着を 示すだけ

ではなく 、その都市の課題解決や、活性化等の具体的な行動に取り

組む姿勢も 含む。

 ナショ ナルト ラ スト

自然環境や貴重な歴史的建造物を 無秩序な都市化や野放図な開発

から 守り 、後世に残し ていこ う と する 市民運動。市民が募金などに

よ り 土地を 買い取っ たり 、寄付や遺贈を 受けたり 、契約を 結ぶこ と

によっ て、市民自ら がその土地の所有者になり 半永久的に保全する。

日本では、鎌倉市の御谷地区において、住民ら が乱開発から 守る た

めに募金活動を行い、開発対象と なっ ていた土地を購入し たこ と が、

ナショ ナルト ラ スト の概念を取り 入れた最初の例と さ れている。

P5  ウェ ルネス

健康を身体の側面だけでなく より 広義に総合的に捉えた概念。深沢

地区では、健康な心身を維持・ 発展さ せる生活行動、さ ら には、人々

のク オリ ティ ・ オブ・ ラ イ フ（ 生活の質） を 向上さ せる 概念である

と 定義づけている。

P9  イ ノ ベーショ ン

物事の「 新結合」「 新機軸」「 新し い切り 口」「 新し い捉え方」「 新し い

活用法」（ を創造する行為） のこ と 。それまでのモノ や仕組みなどに

対し て全く 新し い技術や考え方を取り 入れ、新たな価値を 生み出す

こ と で社会的に大きな変化を起こ すこ と を指す。

P1 0  スマート シティ

ICT（ 情報通信技術） やAI（ 人工知能） などの先端技術や、人の流れ

や消費動向、土地や施設の利用状況と いっ たビッ グデータ を活用し 、

エネルギーや交通、行政サービスなどのイ ンフ ラ ( 社会基盤) を効率

的に管理・ 運用する都市の概念。環境に配慮し ながら 、住民にと っ て、

より よい暮ら し の実現を図る。

巻末資料④ 用語集
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 ZEB

建築構造や設備の省エネルギー、再生可能エネルギー・ 未利用エネ

ルギーの活用、地域内でのエネルギーの面的（ 相互） 利用の対策を

う まく 組み合わせる こ と によ り 、エネルギーを 自給自足し 、化石燃

料などから 得ら れる エネルギー消費量がゼロ、ある いは、おおむね

ゼロ、と なる建築物のこ と 。

P1 5  ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス

仕事と 生活の調和の意味。私的な生活の充実を 重視し 、家庭と 仕事

を両立し て調和のと れた働き方・ 生き方を志向するこ と 。

P1 8  リ モート ワーク

従業員がオフ ィ スに出社するこ と なく 、会社以外の遠隔の場所で業

務を行う こ と 。

P2 1  エリ アマネジメ ント

「 エリ アマネジメ ント 推進マニュ アル（ 国土交通省）」 では、「 地域に

おける 良好な環境や地域の価値を 維持・ 向上さ せる ための、住民・

事業主・ 地権者等によ る 主体的な取り 組み」 と 定義さ れており 、幅

広い多様な主体が協働し て「 まち を 育てる こ と 」 を 目的と し 、快適

で魅力的な環境の創出や美し い街並みの形成によ る 資産価値の保

全・ 増進等に加えて、ブラ ンド 力の形成や安全・ 安心な地域づく り 、

良好なコ ミ ュ ニティ 形成、地域の伝統・ 文化の継承等、ソ フ ト な領

域のも のも 含む。

（ ※内閣官房 地域再生制度パンフ レ ッ ト より ）

P2 2  シンク タ ンク

諸分野に関する政策立案・ 政策提言を主たる業務と する研究機関の

こ と 。

P2 5  ポケッ ト パーク

ポケッ ト のよう に小さ い規模の公園のこ と 。

P2 6  フ ァ サード

通り 等から 見た、建築物の正面部分（ デザイ ン） のこ と 。
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P2 8  グリ ーンイ ンフ ラ

自然環境が有する 多様な機能（ 生物の生息の場の提供、良好な景観

形成、気温上昇の抑制等） を 活用し 、地域課題に対応し ていく こ と

を通し て、持続可能で魅力ある国土づく り や地域づく り を進めるも

の。

P3 3  ヘルスケア・ ニュ ーフ ロンティ ア政策

超高齢社会の到来と いう 急激な社会変化を乗り 越え、誰も が健康で

長生き でき る 社会を 目指す神奈川県の政策。ヘルスケアの分野で

「 最先端医療・ 最新技術の追求」 と「 未病の改善」 と いう 2 つのアプ

ローチを融合さ せ、持続可能な新し い社会システムを推進する。

 44


